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 サクサク通信も早いもので 40 号を迎え

ました。ここ数回は聖書の中で励ましに満

ちたことばをご紹介するようにしています。  

今月の聖書のことばには、「主は、いつま

でも見放してはおられない」とあります。

このことばが語られた背景には、バビロン

によってイスラエルが占領された出来事が

ありました。当時のイスラエルは自分たち

が信じるべき神を捨て、偶像礼拝へと走り

ました。その結果、イスラエルはバビロン

によって占領される憂き目にあいました。

首都エルサレムが火で焼かれる光景を目に

し、哀しみつつ作られたのが『哀歌』です。

そのような哀しみの中にあって、作者は「今

月の聖書のことば」にあるように歌ってい

ます。聖書によると、バビロンに占領され

た出来事は、神に逆らい偶像礼拝に走った

民に対する神のさばきであったわけですが、

作者は「主は、いつまでも見放してはおら

れない」と希望を語ります。また、主が時に

悲しみを与える御方であることも自覚しつ

つ、仮に与えたとしても、その豊かな恵み

によってあわれんでくださると記します。

そして、主が意味もなく人を苦しめ悩ませ

ることはない、とも書いています。 

 私たちの人生は常に順風満帆というわけ

ではありません。万事がうまくいけばそれ

に越したことはありませんが、人生そう上

手くいくものではないというのが長年生き

てこられた方の感想ではないでしょうか。

人生には試練があります。新聞を読んでい

ましても、痛ましい事件があり、その被害

主は、いつまでも見放してはおられない。主は、たとえ悲しみを

与えたとしても、その豊かな恵みによって、人をあわれまれる。 

主が人の子らを、意味もなく、苦しめ悩ませることはない。 

【哀歌 3章 31～33節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

者のことを思って胸を痛めることがありま

す。クリスチャンであったとしても、もち

ろん試練はあります。「神様、なぜですか」

と叫びたくなるようなことがあります。旧

約聖書の『詩篇』の中にも悲しみの中にあ

る作者が「主よ いつまでですか。あなた

は私を永久にお忘れになるのですか」と叫

びにも似た祈りをささげている箇所があり

ます。日本人は「御利益を与える神」という

神観がありますから、クリスチャンであっ

てもその神観に縛られ、試練を与える神に

つまずいてしまうことがあります。しかし、

今月の聖書のことばにあるように「主が人

の子らを、意味もなく、苦しめ悩ませるこ

とはない」のです。私たちの苦しみには意

味があります。時に自分で蒔いた種という

こともありますが、そうでないことも多く

あります。しかし、その苦しみの中にあっ

て、哀歌の作者のように「主は、たとえ悲し

みを与えたとしても、その豊かな恵みによ

って、人をあわれまれる」というところに

立てるならば、辛い試練を乗り越えること

ができます。私たちが、全ての試練の意味

を知ることはできないでしょうが、その試

練があわれみ深い神の御手の中にあって起

こっていると知る時、かすかな希望が見え

てきます。試練を自分一人で頑張るのか、

それとも神を見つめ、祈りつつ神と共に試

練を通るのかには大きな違いあります。「主

は、いつまでも見放してはおられない」と

いう希望のことばを心にとめつつ歩ませて

頂きたいと思います。 

◆コラム 

試練は辛いので、できるなら避けたいもので

す。しかし人生を振り返ると、その試練によっ

て鍛えられているということに気づきます。

肉体的、精神的に鍛錬され、強くされているの

です。ノックを待ち構える野球部員のように

「試練よ、こい！」と言うつもりはありません

が、神が人を成長させるために試練を与えて

いることは間違いないようです。皆さんの人

生ではどうでしょうか。試練を分岐点に人生

が変わったという方もおられるかもしれませ

ん。もし試練を通して神に出会い、救いが与え

られたならそれ以上に幸いなことはありませ

ん。現在試練の中にある方もおられると思い

ます。主のあわれみを心からお祈りします。 


